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1 は じ め に

近年,肥育素牛を黒毛和種との雑種にすることによって

付加価値を加えるという方法で交雑種の利用は定着しつつ

ある。生産される交雑種の雌もほとんどは月巴育され,繁殖

牛として利用することはほとんど行われていない。一方 ,

交雑によってもたらされる現象の中には,繁殖性,強健性

の向上とともに泌乳性の格段の向上があることは容易に予

測できる。そこで,交雑種繁殖牛の双子哺乳の可能性を検

討するため,交雑種の泌乳能力を放牧条件下で調査した。

2試 験 方 法

供試牛は,ホルスタイン種雌牛に黒毛和種を交配して得

られた交雑種雌 4頭であり,哺乳された子牛は交雑種を受

卵牛として受精卵移植によつて生産された純粋種黒毛和種

17頭であった。繁殖牛は宮城県畜産試験場内のイネ科牧草

を主体とする人工草地に毎年 4月上旬から10月下旬まで放

牧された。放牧は親子分離放牧とし,子牛は放牧地の中に

設けた子牛専用パドックに収容し,哺乳は柵越しとした。

母牛には補助飼料として繁殖牛用配合飼料を個別に 1日 1

頭当たり双子哺乳牛には2 kg,単子哺乳牛には l kgを 給与

した。

哺乳量の調査は2産 ,3産 ,4産後の11回の哺乳の機会

に実施した。 1哺乳期間中 1繁殖牛当たりおおむね 5回乳

量を調査した。調査は,1日 4回 (6時間間隔)子牛の体

重差法により吸乳量を求めた。

乳成分の調査は4産後の哺乳時に哺乳量の調査と同時に

サンプルを採取した。サンプルは,子牛が吸乳している横

から1回の授乳中に3回手搾りによって各乳頭からできる

だけ均等に採取し測定に供した。測定は近赤外線自動分析

装置 (MILKO SCAN 104)に よつて行った。

3 試験結果及び考察

哺乳量の推移を図 1,2に 示した。双子哺乳の機会に測

定された乳量をW00Dの 泌乳曲線に当てはめた結果,Y=
1300t口'cxp(-004t)(t:分娩後週齢)の推定式
がえられた.寄与率は040で あった。授乳曲線からの特性

値を表 1に示した。分娩後20週までの総乳量は1938kg,日

平均乳量は13 8kg,最大乳量への到達は分娩後62週で,そ

の時の乳量は15 5kgで あった。

単子哺乳では推定式の当てはまりが低くなったが,20週 ま

での単純平均乳量1390kg,日 平均乳量が9 9kgであった。

表 1 交雑種の推定授乳曲線の特性値

交雑種

双子哺乳  1, 15 5kg

単子哺乳  1,386
黒毛和種・  827

_      10  5

注 ・ :寺田ら

Y・ 1300t'm eXp〈 -0040t)
Rを 040   ■

分挽後週鈴

図 1 交雑種牛・双子哺乳時の授乳曲線 (W00Dの式)

n‐ 5 分娩後週齢

図2 交雑種・単子哺乳時の哺乳量

中西・佐藤ら
1)は
母子放牧,ク リープ飼料無給与のもと

で,交雑種の単子哺乳の授乳量を 1週時8 4kgか ら90日齢

時の11 9kgま で直線的に増加したとしている。本調査での

単子哺乳時の平均乳量はこの範囲内に入っているが,全哺
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乳期間にわたって大きくばらついた。これは,母子分離放

牧によって,別飼い飼料の摂取が促進されたことと,子牛

個体によってその摂取量に差が大きかったことによると考

えられた。寺田らのの報告した放牧下での肉用種の単子哺

乳の授乳曲線によると,20週までの総乳量及び日平均乳量
は,黒毛和種827kg,5 9kg,日本短角種1344kg,9 6kgとなっ

ている。これと比較すると交雑種では双子哺乳でも1子牛

当たりの授乳量は黒毛和種のそれを上回る量となっていた。

双子哺乳時の授乳曲線のパターンが寺田
2)の
報告する肉専

用種のものに近いこと,ま た,授乳後の双子哺乳母牛の乳

房への飲み残しがないように観察されたことから,求めら

れた授乳曲線は,供試した交雑種の泌乳の能力の上限を示

すものと考えられた。

乳質の測定結果を表 2に示した。脂肪率は436%蛋自質

表2 交雑種の乳成分率

344

~:日
本飼養標準 (肉牛用,1987年版)

'~:平成4年度宮城県内乳用牛群検定全平均

表 3 交雑種の産乳と要求 TDN量

双 子 哺 手し  単子哺乳
平 均  最 大  平 均平 均  最 大  平平 均

率は344%,乳糖率は454%。 全固形分は1334%,無脂肪
固形分は898%であった。日本飼養標準に示された黒毛和
種の乳質と平成 4年度宮城県内乳用牛群検定の乳用種の平

均と比較 してみると。脂肪,蛋白は両品種の中間の数値と

なり,乳糖は3種の値が似かよっていた。得られた乳質か

ら乳汁 l kg中 の熱量を表 2の注に示した換算式によって求

めると,787kcalと なった。この値も黒毛和種,乳用種の

値の中間値となった。

この熱量を持つ乳汁を l kg■■するのに必要とするTDN
量は0 36kgと 算出された。この結果に基づいて交雑種の双

子哺乳,単子哺乳時のTDN要求量を求め表 3に示した。
双子及び単子哺乳時の平均の要求量はそれぞれ5009g,

35868と算定され,双子哺乳時の最高乳量授乳の時期には

5628gの TDN要求量となった。

898%

与のもとで調査した。交雑種の双子哺乳時の授乳量は,黒
毛和種が 1頭を哺乳する時の授乳量の 2倍を上回り,双子

哺乳が可能であると考えられた。乳成分の調査の結果,交
雑種の泌乳する乳汁 l kg中 の熱量は787kcal, l kgの乳汁

生産に要するTDN量は0 36kgと 推定された。
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787kcal
(SD)       065      031      030      037      090

黒 毛 和 種・・   490   380   450   930   1420  853
ホルスタイン

~・     387     318     446     864     1251    725
注  ・ :kca1/1b=4184(FAT%)■ 2229(SNF%)-2558

乳   量 (k8)
SCM乳量 (kg)・
乳汁中熱量 (kcal)・・ 10,912  12,262  7,813
要求TDN量 (g)・

~  5,009  5,628  3586

注  ':SCM=123(FAT)+656(SNF)-0752
~:熱
量=SCM× 750kcal

・=・ lTDN=熱量(kcal)/1000× 4598

4 ま と め

黒毛和種とホルスタイン種の交雑種の 2～ 4産自分娩後
の泌乳能力を,親子分離放牧,柵越し哺乳,別飼い飼料給
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